
特 別 企 画

千代田区大手町「大手壕緑地」にある「震災イチョウ」。
震災の火災での焼失を免れ、復興のシンボルとされた

1923年9月1日11時58分、相模湾を震源域とす
る推定マグニチュード7．9の揺れが首都圏を
襲った「関東大震災」。190万人が被災し、10万
5，000人あまりが死亡あるいは行方不明になっ
たと推定されている。「首都直下型地震」「南海
トラフ地震」の可能性が危惧される今日、日本
の災害史上、最大のインパクトを社会に与えた
この震災を振り返り、教訓をかみしめみたい。

高麗博物館前館長・新井勝紘氏所蔵

「関東大震災絵巻」（1926年作）の朝鮮人虐殺の
場面。2021年に発見された。作者の「淇谷」は、
福島県で小学校教員をしていた大原弥市氏の雅号
であることが判明している。倒壊する家屋や火災
から逃げ惑う人たちの姿に加え、巻末には警察官
や自警団が朝鮮人と思われる人たちを殺戮する様
子が生々しく描かれている。高麗博物館（東京・
新宿区）の企画展で展示中（2面参照）

「復興」問われた初の大規模災害
関
東
大
震
災
は
、「
国
家
存
亡

の
危
機
」
と
言
っ
て
過
言
で
な

い
規
模
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
。死

者
・
行
方
不
明
者
数
は
東

日
本
大
震
災
の
約
1
万
8
0
0

0
人
の
約
5
倍
で
、
人
口
比
を

勘
案
す
る
と
約
10
倍
の
被
害
と

な
る
。
経
済
被
害
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

で
36
・
7
％
に
相
当
し
、
東
日

本
大
震
災（
3
・
4
％
）の
約
10

倍
だ
。

死
者
の
死
因
の
多
く
は
、
失

火
に
よ
る
焼
死
。
被
害
は
隅
田

川
東
側
地
域
に
集
中
し
た
。
特

に
本
所
区
の
陸
軍
被
服
廠
跡

（
現
・
横
網
公
園
）で
は
、3
万
8

0
0
0
人
が
焼
死
す
る
大
惨
事

と
な
っ
た
。
関
東
大
震
災
は
、

東
京
の
被
害
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
が
、
震
源
域
に
よ
り
近
い
神

奈
川
で
は
全
壊
家
屋
数
が
東
京

を
上
回
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
る
。

関
東
大
震
災
は
、
近
代
国

家
・
日
本
が
初
め
て
経
験
し
た

大
規
模
都
市
災
害
で
あ
り
、「
復

興
」が
政
策
課
題
と
な
っ
た
初

め
て
の
災
害
で
あ
っ
た
（
下
囲

み
に
関
連
記
事
）。

「朝鮮人虐殺」という重い教訓

関
東
大
震
災
で
は
、「
流
言
飛
語
」
に
よ
り

多
数
の
朝
鮮
人
、
中
国
人
や
、
誤
認
さ
れ
た

日
本
人
、「
社
会
主
義
者
」
な
ど
が
、
警
察

や
軍
、「
自
警
団
」に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た
。

そ
の
事
実
は
、
災
害
か
ら
生
命
や
安
全
を
守

る
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
重
い
教
訓
を
私
た

ち
に
投
げ
か
け
る
。

「
朝
鮮
人
が
暴
動
を
起
こ
し
た
」「
井
戸
に

毒
を
入
れ
た
」
等
の
流
言
が
広
が
る
中
、
こ

れ
を
信
じ
た
政
府
は
誤
報
を
拡
散
さ
せ
、
戒

厳
令
を
発
令
。
市
民
に
よ
る
虐
殺
に
「
お
墨

付
き
」
を
与
え
た
。
警
察
と
軍
も
殺
害
行
為

を
引
き
起
こ
し
た
（
関
連
記
事
2
面
）。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
伝
達
力
が
防
災
に
役
立
つ

反
面
、
流
言
の
拡
散
力
も
格
段
に
高
ま
っ
て

い
る
。「
令
和
5
年
版
防
災
白
書
」
も
、
こ

の
点
を
指
摘
し
、
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

東京・横浜 震災の爪痕と復興建造物を訪ね歩く

■山手80番館遺跡（横浜市）
横浜市・元町公園の中に残る外国

人住宅の遺構。斜面に建てられた3
階建ての建物（鉄筋補強煉瓦造）の
地下室と基礎部分が残る。耐震上の
考慮はされていたが、床部のせり上
がりや壁の亀裂が見られるなど、地
震のすさまじさを物語る。

■開通合名会社の煉瓦遺構（横浜市）
神奈川県庁近くに残る、明治時代
に建てられたと推定される日本人商
社の社屋の一部と思われる壁面。関
東大震災で倒壊したが、震災後の復
興建築の内部に残されていたもの
が、2014年に建物を解体した際に発
見され、保存されている。

■永代橋（東京都中央区―江東区）
明治期に移設され日本初の鉄橋と

して作られた。しかし橋底の基部や
橋板に木材を使用していたため震災
の火災で炎上。多くの人が焼死・溺
死した。後に、震災復興事業としてド
イツの鉄橋をモデルに再建された。
国の重要文化財に指定されている。

■九段小学校（東京都千代田区）
自治労本部から徒歩5分。「復興小
学校」として、最先端技術を用い鉄
筋コンクリートで建てられた。当時
のヨーロッパ風建築の気品が漂う。
防災・避難場所の機能を持つ「復興
小公園」である「上六公園」（現・東
郷元帥公園）が隣接している。

『
関
東
大
震
災
』1
0
0
年
を
振
り
返
る

未
曽
有
の
都
市
災
害
の
教
訓
を
記
憶
に
刻
む

ご意見
フォーム自治労HP

・・・・2023年9月1日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2350号（１）
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鯖 市 所江 役
J 課K

2023年高麗博物館企画展

朝鮮人虐殺
事実と教訓

関東大震災を語るとき、忘れてはならない「朝鮮人虐殺」。流言を信じた「自
警団」、警察と軍が、罪のない多数の朝鮮人を殺した。この重い歴史事実が、
100年の時を超えて私たちに突きつけている教訓は何か。虐殺事件を検証す
る著作のあるノンフィクション作家・加藤直樹さんに聞く。 民

族
差
別
と
憎
悪
が
虐
殺
に
帰
結

流
言
の
防
止
は
地
域
防
災
の
課
題

加藤直樹さん
1967年生まれ。下記囲
み記事掲載の著作のほ
か「謀叛の児」（河出書
房新社）など

「韓国・朝鮮人殉難者追悼乃碑」（墨田区八広）。
2009年に市民グループによって、荒川・旧四木橋付
近に建立された。この場所で、軍により大勢の朝
鮮人が機関銃で射殺されたとの目撃証言がある。

地
震
が
起
こ
っ
た
の
は
9
月

1
日
の
11
時
58
分
。
強
風
が
吹

い
て
い
た
た
め
火
事
が
広
が
り

ま
し
た
。
混
乱
と
恐
怖
、
不
安

の
中
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
自
然

発
生
的
に
、「
朝
鮮
人
が
放
火

し
た
」「
井
戸
に
毒
を
入
れ
た
」

な
ど
の
流
言
が
広
が
り
、
そ
の

日
の
夜
に
は
武
装
し
た
「
自
警

団
」
に
よ
る
朝
鮮
人
へ
の
暴

行
・
虐
殺
が
始
ま
り
ま
す
。

流
言
に
警
察
が「
お
墨
付
き
」

問
題
は
、
警
察
が
そ
の
流
言

を
信
じ
広
め
た
こ
と
で
す
。
9

月
2
日
午
後
5
時
頃
、
警
視
庁

は
「
不
逞
者
に
対
す
る
取
締
を

厳
に
し
て
警
戒
せ
よ
」
と
の
通

達
を
各
警
察
署
に
発
し
ま
す
。

ま
た
、
2
日
に
は
戒
厳
令
が

敷
か
れ
ま
す
。
武
装
し
た
兵
士

が
展
開
す
る
の
を
見
た
市
民

は
、「
や
は
り
朝
鮮
人
が
騒
い
で

い
る
か
ら
だ
」と
、流
言
を
ま
す

ま
す
信
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

9
月
3
日
に
は
治
安
行
政
を

担
う
内
務
省
警
保
局
が
「
朝
鮮

人
は
各
地
に
放
火
し
、
不
逞
の

目
的
を
遂
行
せ
ん
と
」
し
て
い

る
と
全
国
に
打
電
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
千
葉
や
埼
玉

な
ど
で
は
県
か
ら
市
町
村
に
自

警
団
の
結
成
が
指
示
さ
れ
、
被

災
地
か
ら
離
れ
た
地
域
で
の
虐

殺
事
件
に
つ
な
が
り
ま
す
。

出
動
し
た
軍
も
朝
鮮
人
の
暴

動
を
信
じ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
シ
ベ
リ
ア
出
兵
や
間
島
出

兵
で
の
対
ゲ
リ
ラ
戦
の
中
で
、

住
民
を
殺
し
た
経
験
を
持
っ
て

い
た
軍
は
、
実
に
手
際
よ
く
無

慈
悲
に
朝
鮮
人
を
虐
殺
し
て
い

き
ま
す
。

3
日
に
な
り
警
察
や
軍
は
、

流
言
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。
し
か
し
き
っ
ぱ

り
否
定
し
き
れ
ず
、戒
厳
司
令

部
が
虐
殺
を「
絶
対
に
慎
め
」と

命
じ
る
の
は
9
月
6
日
で
す
。

そ
の
後
、
政
府
は
事
件
の
隠

ぺ
い
を
は
か
り
ま
す
。
今
日
、

殺
害
さ
れ
た
人
の
正
確
な
人
数

や
名
前
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ち
ゃ
ん
と
調
査
し
て
い
な
い
こ

と
自
体
が
異
常
な
こ
と
で
す
。

様
々
な
人
数
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、「
1
0
0
0
人
は
下
ら

な
い
」
と
い
う
程
度
の
こ
と
し

か
言
え
ま
せ
ん
。

「
差
別
と
恐
れ
」が
虐
殺
の
原
因

災
害
の
時
は
流
言
が
起
き
る

も
の
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
な

ぜ
「
朝
鮮
人
が
」
放
火
し
た
、

な
の
か
が
問
題
で
す
。

日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝

鮮
で
は
1
9
1
9
年
に
「
3
・

1
独
立
運
動
」が
起
こ
り
、日
本

政
府
は
厳
し
く
弾
圧
し
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
は
抵
抗
す
る
朝
鮮
人

を
「
不
逞
鮮
人
」
と
呼
び
怪
物

イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
、
憎
悪

と
恐
怖
を
植
え
付
け
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
「
朝
鮮
人
な
ら
や

り
か
ね
な
い
」
と
思
っ
た
の
で

す
。加

え
て
、
朝
鮮
人
へ
の
差

別
、
激
し
い
蔑
視
が
あ
り
ま
し

た
。当
時
、い
た
ず
ら
で
放
火
し

て
逮
捕
さ
れ
た
日
本
人
の
少
女

が
い
ま
し
た
が
、
殺
さ
れ
て
は

い
ま
せ
ん
。
日
本
人
に
は
朝
鮮

人
な
ら
殺
し
て
も
構
わ
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
で
す
。

流
言
防
止
は
行
政
の
責
任

虐
殺
事
件
は
昔
の
こ
と
で
今

日
で
は
起
こ
ら
な
い
、
と
言
え

る
で
し
ょ
う
か
。
東
日
本
大
震

災
の
時
、
被
災
地
の
石
巻
市
で

中
国
人
の
窃
盗
団
が
活
動
し
て

い
る
と
い
う
流
言
を
信
じ
た
右

翼
が
、
武
装
し
て
現
地
に
乗
り

込
ん
だ
事
実
が
あ
り
ま
す
。
2

0
0
5
年
、
ア
メ
リ
カ
南
部
を

襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
水

害
の
際
に
は
、
黒
人
が
略
奪
や

強
姦
を
働
い
て
い
る
と
い
う
流

言
が
広
が
り
、
自
警
団
の
発
砲

で
死
者
が
出
て
い
ま
す
。

自
治
体
は
、
流
言
防
止
を
防

災
条
例
や
防
災
計
画
に
位
置
付

け
る
べ
き
で
す
。
行
政
が
流
言

を
止
め
る
こ
と
で
、
住
民
の
命

が
守
ら
れ
る
の
で
す
。

隠蔽された朝鮮人虐殺
7月5日～12月24日

淇谷作の「関東大震災絵巻」を初公開。100
年の記憶と歴史を継承するための多角的な展
示。加藤直樹さんの講演会を11月11日㈯開催
（オンライン併用／要予約／参加費1，000円）。

「
関
東
大
震
災
」を
知
る

参
考
文
献

「
関
東
大
震
災
が
つ
く
っ
た
東
京
」

武
村
雅
之
（
中
央
公
論
新
社
）

「
九
月
、
東
京
の
路
上
で
」

「
Ｔ
Я
Ｉ
Ｃ
Ｋ

―
『
朝
鮮
人
虐

殺
』
を
な
か
っ
た
こ
と
に
し
た
い

人
た
ち
」加

藤
直
樹
（
こ
ろ
か
ら
）

「
民
衆
暴
力
」

藤
野
裕
子
（
中
公
新
書
）

「
令
和
5
年
版
防
災
白
書
」内

閣
府

ある若年層組合員の仕事への想い

「鯖江のために役立ちたい」
「達成感も伝えていけたら」

「
市
民
主
役
」「
市
民
協
働
」の
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
で
福
井
県
鯖
江
市
が
行
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
鯖
江
市
役
所
Ｊ
Ｋ
（
女
子

高
校
生
）課
」が
、
今
年
で
10
年
目
を
迎
え

た
。
Ｊ
Ｋ
課
の
設
立
に
は
地
元
の
丹
南
市

民
自
治
研
セ
ン
タ
ー
も
関
わ
り
、
女
子
高

校
生
の
多
様
な
活
動
を
後
押
し
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
裾
野
を
広
げ
て
き
た
。
参
加
者

は
延
べ
1
3
9
人
。
そ
の
う
ち
の
2
人
が

今
、
鯖
江
市
役
所
の
技
師
と
し
て
働
く
。

「
自
分
が
設
計
し
た
も
の
が
そ
の
ま
ま

形
に
な
る
。
設
計
者
の
判
断
が
試
さ
れ
る

場
面
も
多
く
、
う
ま
く
い
っ
た
時
は
う
れ

し
い
」
と
入
庁
3
年
目
に
な
る
小
森
加
奈

子
さ
ん
（
写
真
上
）
は
話
す
。

先
日
、
あ
る
区
域
で
Ｕ
字
型
の
側
溝
を

蓋
つ
き
の
側
溝
に
交
換
し
た
。
歩
行
者
の

落
下
や
脱
輪
を
防
ぐ
こ
と
に
な
り
、
地
元

市
民
か
ら
は
「
安
心
し
て
通
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
喜
ん
で
も
ら
え
た
そ
う
だ
。

「
学
生
っ
ぽ
さ
が
抜
け
て
大
人
に
な
っ

あ

む

た
ね
」。入
庁
2
年
目
の
加
藤
歩
夢
さ
ん

（
写
真
下
）は
先
輩
か
ら
そ
う
声
を
か
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
施
設
の
改
修
や
監

理
を
担
当
す
る
加
藤
さ
ん
は
「
関
係
者
間

の
調
整
で
は
、
す
ぐ
に
約
束
で
き
な
い
こ

と
を
ど
う
伝
え
た
ら
良
い
の
か
悩
む
こ
と

も
あ
る
。
そ
ん
な
時
は
上
司
の
言
葉
遣
い

を
ま
ね
て
み
ま
す
」
と
言
う
。
工
事
が
完

了
し
た
後
は
達
成
感
に
浸
る
一
方
、
上
司

の
指
摘
で
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
。

「
ま
だ
ま
だ
目
の
前
の
作
業
で
精
一
杯
で

す
が
、
利
用
者
の
要
望
に
配
慮
で
き
る
よ

う
視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

二
人
と
も
鯖
江
市
に
あ
る
福
井
工
業
高

等
専
門
学
校
の
在
学
中
に
Ｊ
Ｋ
課
を
経

験
。
ピ
カ
ピ
カ
プ
ラ
ン
と
名
付
け
ら
れ
た

ご
み
拾
い
企
画
で
は
、
大
勢
の
市
民
と
楽

し
み
な
が
ら
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
た
。

鯖
江
市
役
所
を
志
し
た
理
由
を
加
藤
さ

ん
は
「
鯖
江
へ
の
愛
に
あ
ふ
れ
た
市
民
が

多
い
と
感
じ
て
、
そ
の
方
た
ち
の
役
に
立

ち
た
い
と
思
っ
た
。
Ｊ
Ｋ
課
の
担
当
職
員

の
方
々
は
私
た
ち
に
寄
り
添
い
、
実
現
し

た
い
こ
と
を
叶
え
る
た
め
に
奔
走
し
て
く

れ
た
。
そ
ん
な
大
人
の
皆
さ
ん
と
働
い
て

み
た
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

小
森
さ
ん
は
鯖
江
市
役
所
で
働
い
て
み

て
「
市
民
の
方
々
か
ら
か
か
っ
て
く
る
道

路
等
の
異
状
の
連
絡
や
要
望
の
お
電
話
か

ら
、
今
後
に
生
か
せ
る
視
点
を
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
き
に
は
感
謝
を
伝

え
る
た
め
に
電
話
を
か
け
て
く
れ
る
方
も

い
て
。あ
り
が
と
う
、の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
時
は
仕
事
を
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る

瞬
間
で
す
。
後
輩
が
入
っ
た
ら
仕
事
の
楽

し
さ
も
伝
え
た
い
」
と
言
う
。

あ
の
頃
の
充
実
感
や
市
民
と
の
関
わ
り

が
二
人
の
中
に
今
も
息
づ
い
て
い
る
。

Ｊ
Ｋ
課
Ｏ
Ｇ
の
存
在
心
強
く

鯖
江
市
職
労
委
員
長
の
山
形
尚
輝
さ
ん

は
「
高
校
生
時
代
か
ら
市
政
に
携
わ
っ
て

き
た
経
験
を
持
つ
二
人
の
存
在
は
心
強

い
。
Ｊ
Ｋ
課
は
新
た
な
気
づ
き
を
与
え
て

く
れ
る
。
職
務
に
専
念
す
る
組
合
員
を
支

え
、
応
援
す
る
た
め
、
職
員
と
使
用
者
の

双
方
と
意
見
交
換
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

JK課を機に市役
所に通い、その雰
囲気の良さを感じ
たと言う小森さん

鯖江市と関わり続
けたいと考え、実
家のある福井市か
ら職場に通う加藤
さん
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